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「西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）」に関する
協定締結式
11月26日、「西部地域振興ふれあい拠点施設

（仮称）」について、県と協定を締結しました。

この協定に基づき、県との共同事業で川越駅西

口に整備する同施設に、市としては1,700席程

度のホールと男女共同参画推進施設、ＮＰＯ支

援施設などが入る市民活動支援センター（仮称）

を建設していきます。

建設に当たっては、財政負担を軽減し、民間

の資金や技術を最大限に活用するため、市とし

ては初めてＰＦＩ法（民間資金等の活用による

公共施設等の整備等の促進に関する法律）に基

づいた事業を実施します。

また、川越駅に近い貴重な事業用地を、県と市さらには民間施設によって最大限に活用し、にぎわい

の創出を図っていきます。

事業用地への市庁舎の移転については、市と県で協議した結果、市役所のスペースを確保することが

困難であり、平成23年度中の施設の完成を目指した事業スケジュールを変更することが難しいことか

ら、基本構想どおりに事業を進めていくことを確認しました。

問い合わせ…拠点施設推進室・℡224－5531

川越市と市内大学との連携に関する基本協定調印式
11月21日、市内にある４つの大学、東洋大学・東京国際大学・東邦音楽大学・尚美学園大学との間

で、「川越市と市内大学との連携に関する基本協定」を締結しました。

この協定は、地域社会の発展と人材育成に寄与することを目的とし、市と大学が連携して幅広い分野

において協力していくというものです。

協定の締結により、お互いの持つ知識や技術・情報などの資産を活用することで、地域の課題に迅速

かつ適切に対応し、活力ある個性豊かな地域社会の形成と発展が期待できます。

問い合わせ…大学設置準備室・℡240－6070

知事公館において、協定書を手にする上田清司埼玉県知事（左）
と舟橋功一川越市長（右）

協定書を手にする、（左から）尚美学園大学長・堀江湛さん、東京国際大学長・荒井孝昌さん、
舟橋功一川越市長、東洋大学長・松尾友矩さん、東邦音楽大学長・三室戸東光さん

よりよい川越をつくるために……よりよい川越をつくるために……
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市内には、蔵造りの町並みや菓子屋横町、時の鐘・

喜多院といった歴史的建造物、河越館跡や川越氷川祭

の山車行事などの有形・無形の文化財が豊富です。

これらの川越を特徴付ける歴史的文化的遺産を、そ

こに息づく市民の生活と共に大切に守り、次の世代へ

継承することを目指します。

①「伝統的建造物群保存地区」「町並み委員会」「町づ
くり規範」
一番街を中心とする地区は、蔵造りをはじめとする

伝統的な建造物が広がっています。この歴史的な町並

みと、その周辺の環境を合わせて保存するため、平成

11年に幸町を中心とした約7.8ヘクタールが「伝統

的建造物群保存地区」（伝建地区）に指定されました。

また、一番街地区では、昭和62年に商店街・専門

家・行政からなる「町並み委員会」が組織され、地元

住民による同地区内の建築計画に対する自主的な審査

組織として活動しています。同63年には商店街の自

主協定「町づくり規範」が制定されました。

②「都市景観形成地域」
川越市都市景観条例に基づいて、特に重要だと思わ

れる地域や地区の景観形成を積極的に進めるために指

定する地域です。伝建地区周辺の地域は、低い家並み

が連なっています。そのため、周辺の町並みと調和し

ない高い建物ができないよう、建築物の高さを川越の

シンボル「時の鐘」の高さ16メートル以下に制限し

ています。

問い合わせ…都市景観課・℡224-5961

川越の環境を守るためには？
歴史的文化的遺産の継承
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